















































































日時(2020年】 令伺燕1 .鹿児風曝燕2の状況 本学I三おける全学的な対曜関連間仲浄の燗慨社会祖祉十号養嘘課程におげる検討松況
I〃6H
lj】141］
1月1611
1M3011
2Ij311
2月1311
2jj27I1
2月2811
3〃9脳
3〃2旧
3M26【1
3Ⅲ30p
‘1M1日
叩014武漢で脱側不iﾘjの肺炎厚労省が注意喚起
WI10斬珊コロナウイルスを確遡
11本側内で初めて感娩砿腿武漢に渡航した中例蛎のﾘﾘ付
WIIONl珊的な緊急恥態」を宣言
雌蒋の嬢染が締腿されたクルーズ船横浜港に入港
I剣内で初めて感晩行死亡神奈川県に住む80代女性
安1冊剛||令lw付べての小'1』応技に臨時休校要諦の諺え公災
文部科学宵・厚生労働梢¥噸巡絡「新別コロナ･ザシイルス蝋染蝿の錐ﾉ患に伴う脹慨関係職種等の各学技、義成研及び謎成施絃帥
のA1‘応につ↓‘て」
WIM1寵会娩「3条件箙なり避けて」と呼びかけ
東ⅨIf柏.パラリンピック 1年程度進期$こ
蝿児船側で柳の感染稀を確担
鹿児胤囚醗大学「課外猛動・サークル活動の驍止につL,て」
寵児胤岡際大学「令瓢2年度入学式の中''二及びオリエンテーション資料淳の偲付について」
庇児烏Iq際大学「【学生用】新覇コロナウイルスへの妙応について（第1版)』
鹿児島161際大学「I教職目用】新覇コロナウイルスへの対曜について（鋪l駁)」
令和2年度：錐11蝿社会福祉士課程会衆の側倣
・折瑚コロナウイルス感染痘払大防止のための聯胴ボランティア81811名
・患染鰹防止対諭を盛I)込んだ「ソーシャルワーク爽習の”Iき」につり‘て検討
H本.ノーシヤルワーク数行学校連盟『斬唖コロナウイルス感染似大鯛l剛に伴う社会編後士及び糀神侃健禍制.士錠成牡ffに対すあ
考えについて【会腿f『明】」
肥児胤阿際大学「【学生用】赫墹コロナウイルスへの対職二ついて（鋪2版>」
令和2年l脳；蛸2M社会禍祉l課栂会縦
・拠習を典脳する"向性を確恕
・ 6jl26H側催予定の爽智願前協醗会の開鮒延lwを”瞳
・令刷2年歴における爽習lMI係予算の阿確,胆（代俳プログラムを見州えて）
・媒押受け入れ中lことなった実習堰のIIF配嘱を検討
i〃3H
1月71j
Ijl81I
Iノj9n
7棚“Iに緊急1曜竃舟「人の接触姫低7割極力8劉削波をI
何脚の感鮠冊､ 1 11の人散としてはこれまでで雄多の7(X)人巡
｢緊急恥態宜‘T全側に拡大13擁遊Ilf県は「狩定饗成郁適府叫」に
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１
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ｌ 鹿児島脚際大学「【学生用】折増コロナウイルスへ⑪肘唯について（輔3飯)」
腿児舟【副際火学I敦職回附】新型コロナウイルスへの対曜につも,て《鋪2版)」
寵児胤脚際大学「【学生、】新型コロナウイルスへの対蛎につL,て（鯲・1腹)」
寵兇島161廃大学r【敦鞍員用】新迩コロナウイルスへの矧懸1こつ＄･て（第3瞳)」
鹿肥凡胸醗大学一新型コロナウイルス感染症に優る「緊急邪襲施0灯の発出に伴う全学休諜等について」
施肥局I叩際大学r｢緊急聯態寅ざ」の延長等に昨うぷ学の対応について」
令卿12年度占鋪3回社会福祉士厩征会戦
・灘例については全分野で統一し、「中止」を姉1の選択肢とすることを確翌
”11711
5〃411
5月6冊
5月1111
5月711
5〃MII
5jjl5I1
5〃20【I
5ﾉ121Ⅱ
5ﾉ12511
6II2ロ
6月8【I
段府緊急覗懸流‘『 5H3lIlまで延長
【q内の怒染行1 1]の人数がl側人F1咽ろ
政府緊愈lj蝿縦付39雌で解除8部道Mf梁は継錐
肥児冊Ihl隙大学′←緊急事態流‘¥」の解除に11〔う卒'膿の刈応I皇ついて」
皿の制fI間枕野疏職憧初の中止決定
器憩1蝿倣rilN11卿は解除荷祁圏と北侮近は継続
緊忽W蝋の解除流『『約1か月半ぶりに全肘で解勝
初”「蝋%(アラート」那民に腎戒呼びかけ
11上界の懸鰕勝2α1時I川で雌多の13万6(xXl人 令和2年班『輔41111社会福祉上課羅会縦
．SW拠例を予定通I)の間間で実施ずることを節腿（今峻の愉勢の推視）
・学内でのりⅧ学習祁スタートに向けた協綱（｢SW実例間賑宵別記人醜明会｣． 「SW笈習邸伽協鞭会」の笈臆を磯遡）
・悪染握に対座した学生保険の見直しを検討
鹿兇島岡際大学「【学生用】訴涌コロナウイルスへの対噌につL･て（鋪5飯M
兜児島国際上学『【戟磁同"j】新型コロナウイルスへの対職晶っ↓･て（軸‘1版)」
兜児島倒澱大学「【学億用】新和コロナウイルスへの対曜につ､‘て（鋪6願)」
鹿兇開IDI畷大挙「【舷軟貝用】新覗コロナウイルスへの剛職邑ついて（鋪5蔵)」
6j19Ii
郁迩府鵬またぐ．移動の1.i粛婆銅全回で遥和6〃】9府
6冊231」
6月2811
6月29個
7月lH
7jI2Il
7月‘ILj
7月31」
7ll6Il
阯界の患染荷1噸万人超える
雌界の花粉釦万人超える
蝿児鮒'1j内の飲食店でクラスター発生
蝿蹴M;】07人の懇鞭疏鰹1Ⅸ)入超は2かjlぶI）
兜11烏l剛際大挙「鹿児烏県内の新たな粉珊コロナウイルス典M1感雄を掻けての注意喚起」
令州2年lに↑輔511'1社会柵祉｣:課礎会膿
，学外拠習をIl1止し、学内代枠実Wを爽施することを確偲
・火判り岫；協縦会は中11:することを確鰹
・クラスの州塚築とプログラムに1Mする大作の拠ボ
阿内の111の鵬染荷2カ．jlぶりに2(X)人超える
剛児胤雌内100例11の磯撫汁
7月911 1猟郁22．1人の感染確狸2(､入超は約3かjlぶり
回内の1 1．1の焔染狩3Ⅸ)人越える5〃2日以堆
11内のM1の患染持4㈹人超える4月24【1以来
WIIO「争くのNが捌った〃向に」嚇態悪化を警皆
世界の死肘側万人越える
rGo1℃トラベルキャンペーン飴まる
側ijlの】11の患染箭7鰯人過去蛾多
照厳梛3師人感雄確哩遇典峨多
施肥卿加勾の介我耶栗所で梁内2例ロクラスター迩定
WII(）「パンデミックは加速し暁けている
lq内の碓片1,()(X)人越える(ｸﾙｰズ船除く)
|q内のj lIの感染lfljXX)人秘¥坪で初確認
肥児胤lIi内の尚齢櫛施股でクラスタ一発ﾉk
'j･摘町に.旧ける盛蝋批火・クラスター認定
7月1011
7月I3H
7Hl8【］
7月型H
令I112年度：第6側社会福掻十堤樫会衆
・代杵爽謝nグラムの確認、外齢ケスト瞬鯆濁整概況の儲幽
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哩 脱児島N際大学「I櫛k用】箭瑚コロナrシイルスヘの矧嚇につL･て（鋪7版)」
兜児島lLI際大学「【牧職11剛】 ,新型コロナヵイルスへの対脳について（鋪6版)」
令fII2年庇：鮒7阿祉金網祉士課裡会姫
・代艀拠Wﾛグﾗﾑの硝認と奨施にぁたぁっての椎愈'1$Ⅲの協拙
'族内代枠蝿側聞姓、
8n6ヨ
8月lOfl
8M15『1
9j1lOヨ
描揃IIf内の綱院で感染拡大クラスター篭生
砿1判代件ｿ鋼終j~il
態1 全脚【二係る松況につL‘ては
蕊2亜児島蝦の戦況【二つ↓‘てI』
XⅢKによる特設サイトー新報コロナウイルス （時系列ニュース） IﾆおけるIzな出来郭のトピックスを利用した
囎肥烏県のホームページ「訴壇コロナウイルス感娩症Iこ川する愉慨」や3旧Cによる蒋盆サイ}・ 新珊コロナウイルス の1，ビプクスをもとに作成した
茶屋道拓哉．山下利恵子．有村玲香．大山朝子・高橋信行:COVID19流行下におけるソーシャルワーク実習の模索①15
先にも触れたが、2020（令和2）年がスタートした当初、国内では首都圏を中心に感染者が増え始め、同年
2月末には「全国の小中学校と高校、特別支援学校における臨時休校」の方針が示され、同年3月末には「東
京オリンピック・パラリンピックの1年程度延期」が発表された。社会福祉士等の養成については、文部科学
省・厚生労働省事務連絡として、2020(令和2)年2月28日付で「新型コロナウイルス感染症の発生に伴う医
療関係職種等の各学校、養成所及び養成施設等の対応について」が示された。そこでは、 「（3）学校養成所等
にあっては、新型コロナウイルス感染症の影響により実習施設の受け入れの中止等により、実習施設の変更が
必要となることが想定される。実習施設を変更する際には、あらかじめ当該変更に係る承認を受けることとさ
れているが、今般の新型コロナウイルス感染症を受け迅速な対応が必要であることに鑑み、承認申請に係る時
期については弾力的に取り扱って差し支えないこと。実習施設の変更を検討したにもかかわらず、実習施設の
確保が困難である場合には、年度をまたいで実習を行って差し支えないこと。なお、これらの方法によっても
なお実習施設等の代替が困難である場合、実状を踏まえ実習に代えて演習又は学内実習等を実施することによ
り、必要な知識及び技能を修得することとして差し支えないこと」と示された。一方、鹿児島県ではまだ感染
者が少なく、ここまで述べたような情報の共有を行いながらも、社会福祉士課程では可能な限り実習生の学び
の機会を保障する観点から配属実習を検討していたのが2019年度末から2020年度にかけての状況であった。
だが、 2020（令和2）年度に入り、先に示した日本ソーシャルワーク教育学校連盟の会長声明を受けて、再
検討をすることとなった。ここから、本格的に感染症対策についての協議や実習先との情報交換などが始まっ
た。一方で、同年の5月～6月は、国の緊急事態宣言による一時的な感染者数の減少などもあって「状況を注
視しながらもソーシャルワーク実習を予定通り行う事」を社会福祉士課程で確認し、学生とも事前学習や実習
事前協議会に向けた準備を再スタートした時期であった。
しかし、7月上旬、鹿児島県内で集団感染（いわゆるクラスター）が発生し、わずか数日のうちに100名を超
え、感染者は鹿児島県内各地に及んだ。配属実習先となっている医療機関や高齢者施設を中心に「実習に関す
る問い合わせ」や「実習受け入れ辞退」についての連絡が集中した。その後も鹿児島県内では福祉施設等でク
ラスターが発生している。このような状況下で、社会福祉士課程では、2020（令和2）年7月6日の社会福祉
士課程会議にて、すべてのソーシャルワーク実習を中止し、学内代替実習を行うことを決断した。その後約2
週間でおおまかな代替実習プログラムの原案作成、外部ゲスト講師への連絡調整を済ませてプログラミングを
行い、学生へ周知する体制を整えたことになる。
3．学内代替実習のプログラミングについて
1）学内代替実習におけるグルーピング（既存グループの再構築）
従来は、社会福祉協議会（1グループ)、福祉事務所(1グループ)、障害者福祉施設(2グループ)、高齢者
福祉施設（2グループ)、児童福祉施設（1グループ)、医療機関（1グループ)、であった（表2)。しかし、
現実的なスタッフ数（専任教員・非常勤講師）や教室の確保、ゲスト講師数を鑑み、Aグループ（社会福祉協
議会)、Bグループ（障害者福祉施設)、Cグループ（福祉事務所･高齢者福祉施設)、Dグループ（医療機関、児
童福祉施設)の4グループとして再構築を行った(表3)。どのグループもソーシャルワーク演習等における厚
生労働省の指針（1グループ20名以内)、並びに緊急時に専任教員が対応可能な形をとっている。
l6鹿児島国際大学福祉社会学部論集第39巻第3号
表2 ソーシャルワーク実習におけるグルーピング（当初） 表3代替実習実施にあたってのグルーピング
種別
社会福祉協議会
柵祉覗務所
I蝋害者福祉施設A
i蹴答者福祉施設B
尚齢者福祉施設A
商齢者福祉施設B
児童福祉施設
医療機関
担当教員の別
専任教員
専任教風
専征教員
非常勤識師
非常勤識師
非常勤識師
専任教員
専任教員・非常勤講師
数生
０
２
０
８
８
９
３
５
習
１
１
１
実 グループ名’ 種別
Aグループ｜社会福祉協議会
担当教員の別
専任教員
実習生数
10
障害者福祉施設A
障害者福祉施設B
高齢者福祉施設A
高齢者福祉施設B
福祉事務所
児童福祉施設
医療機関
Bグループ 専任教員十非常勤識師 18
I
Cグループ 専任教員十非常勤講師 19
Dグループ 専任教員十非常勤講師 18
2）学内代替実習の時間と期間、実習担当者、プログラム内容（マトリクスの作成）
学内代替実習を行うにあたり、実習生に改めて提示したものとして鹿児島国際大学福祉社会学部社会福祉学
科社会福祉士課程（2020）『令和2（2020）年度ソーシャルワーク学内代替実習について』がある。この中で
｢学内代替実習の基本的な考え方」を明示し、 「時間数・教育内容等は本来の現場実習と最大限相違ない形で実
施する」という方針のもと、期間と時間の設定を行った。法（社会福祉士及び介護福祉士法施行規則）で定め
る「180時間」をクリアするため､23日間の期間を設定した(1日8時間×23日間=184時間)。また、 1日の実
習時間を8時間（1時間の休憩を除く） とし、毎日の最後の時間帯に「記録」と「スーパービジョン」を設定
している。
学内代替実習担当者は「ソーシャルワーク実習担当教員」要件を持つ者（専任教員5名、非常勤講師4名、
合計9名）で対応することとした。さらに、学内代替実習担当者による監督下、外部ゲスト講師を招聰する場
合においては「ソーシャルワーク実習指導者要件」を持つものを中心としながらも、ソーシャルワーカーに限
らず、地域で特徴のある取り組みを行っている様々な職種（医師、看護師や栄養士など他職種、当事者など）
を招聰することで、学びがいのある豊かな学内代替実習プログラムを構築するようにした。
学内代替実習のプログラミングにあたっては､あくまでも現場実習の「代替」とすることを心がけた。また、
具体的な実習プログラムについては各グループでの内容を重視しつつ、共通で学ぶべき内容や専門性を深める
ためのプログラムを意識することで、従来から言われている「職場実習｣、 「職種実習｣、 「ソーシャルワーク実
習」の展開を意識した内容とすることができた。
一方、実習を構成する5者（実習生、実習指導者、実習担当教員、当事者、地域）のうち、 「当事者や地域」
を学内代替実習に招聴することには多くの困難があった。様々なアイデアを持って「当事者から学ぶ」ための
プログラミングを行い、提案することを試みたものの、多くの福祉サービス事業者において、このコロナ禍に
おいて当事者とともに大学へお越しいただき、学びを深める、彼らの生の声に耳を傾けるということは限りな
く困難であった。
なお、今回構築されたソーシャルワーク実習（学内代替実習）上のいくつかのプログラムについては、同時
期に行われていた精神保健福祉援助実習の学内代替実習としてもオープンにすることで､「ソーシャルワークを
学ぶ」という相互の共通項に基づいた取り組みを試行的に行うこととした。これは、2021 （令和3）年度以降
スタートする社会福祉士及び精神保健福祉士の新カリキュラムにおいて､それぞれの実習の科目名が｢ソーシャ
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通項目が作られていることを背景としている。
茶屋道拓哉・山下利恵子・有村玲香・大山朝子・高橋信行:COVID-19流行下におけるソーシャルワーク実習の模索①17
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4．学内代替実習プログラミングが可能となった諸条件
1）本学社会福祉学科及びソーシャルワーカー養成教育の歴史の重なりによる多様な人材
本学の社会福祉学科は、 1982(昭和57)年4月に「旧：社会学部社会福祉学科」として創設されている。社
会福祉士及び介護福祉士法（昭和62年法律第30号）制定前の設置であり、全国に福祉系大学が増設されていく
よりも早い段階で地域ニーズに対応する人材を輩出してきた。このような歴史的背景と豊富な人材（施設長等
管理職クラス､専門職団体の長､中堅ソーシャルワーカー､多様な分野で活躍する人材）の献身的な協力によっ
て今回の代替実習プログラミングが可能であったと考える。
また、ソーシャルワーカー養成教育の歴史の中で、例えば社会福祉士養成課程における教育内容の見直しは
複数回行われてきた。その中でも、厚生労働省(2007)による平成19年度の「社会福祉士養成課程における教
育内容の見直しについて」では、実習指導者の要件が厳格化され、実務経験に加えて、「実習指導者講習会」の
受講が要件となった。これにより、実習指導者は「どのようなソーシャルワーク実習が展開されるべきか」に
ついて、例えば「実習プログラミング」「実習マネジメント」「実習スーパービジョン」といった事項について
理解を深めているという点でソーシャルワーク実習における教員側との「共通認識」が一定水準以上担保され
ていたことも大きく影響していると考えられる。
2）既存のネットワーク（専門職団体・教員の保有するネットワーク）との有機的連携
先に述べたように、社会福祉学科の歴史や伝統によって輩出してきた人材が、鹿児島県社会福祉士会・鹿児
島県医療ソーシャルワーカー協会・鹿児島県精神保健福祉士協会といった専門職団体に加入し、また本学の教
員も国家資格の有無にかかわらず専門職団体と協力・協働関係を築いてきた。それは、大学と専門職やその団
体が「養成教育を共有する」感覚（例えば、専門職に「なるまで（養成教育)」と「なってから（卒後教育)」
について、ゆるやかに現場の専門職と大学教員がサポートしあう体制がつくられてきたことによる）を相互に
持ち得ていた結果でもあるといえる。
また、専門職団体にかかわらず、教員が日ごろから行っているフィールドワーク活動によって培われたネッ
トワークやアイデアとの積極的な連結も効果的であったと考える。「どのような人材が地域にいるか｣､「どのよ
うな学びの提供が可能か」などといった既知の情報と「この機会だからこそ提供できるソーシャルワークに関
する学び｣、 「既存の枠にとらわれない柔軟な発想」などとの重なり合いによってプログラミングされた。
さらに、本学の社会福祉士養成課程はいわゆる「実習・演習」の担当教員に非常勤誰師が活用されている。
日ごろから地域活動を行っているソーシャルワーカーが非常勤誌師として養成教育プログラムに参加し、協働
体制が存在したことが地域でのソーシャルワーク活動と代替実習をつなぐ基盤となったと考えられる。
3）実習プログラミングをサポートする既存の体制
学内代替実習をプログラミングするために、学内外との連絡調整業務を中心に業務量が増大した。その中で
も、実習に係る当初予算を柔軟に運用すべ<行われた精査や予算の再構築、実習指導者を中心とした外部ゲス
ト講師との調整、学内の関係部署との調整など、特に本学実習支援課をはじめとした既存の組織のサポートに
より対応していくことでプログラミングが可能となった。
おわりに
本学では学生を集合させることを前提に学内代替実習をプログラミングしたが、今後COVID-19の再流行や
様々なリスクを想定した場合、同時双方向型のオンライン教育に向けた体制の強化も課題といえる。また、状
況に応じては外部からの実習指導者（ゲスト講師）の参画が困難になる場合も出てくる。実際に表4に示した
茶屋道拓哉・山下利恵子・有村玲香・大山朝子・高橋信行COVID-19流行下におけるソーシャルワーク実習の模索①19
ように、本学への出講がかなわず、所属組織からのオンラインでの指導もあった。こういった実習指導者（ゲ
スト講師）側の体制整備に対するサポートも忘れてはならない視点である。
また、学内代替実習のプログラミング段階において、「当事者」や「地域」にもっと積極的に関与していただ
くことができなかったのか､検討の余地がある。代替実習プログラミング段階で｢施設種別ごとのクラス分け｣、
｢分野を意識したゲストスピーカー」を検討していたため、偏ってしまった事実は否めない。「当事者」を広義
にとらえ、例えば「家族会の構成者」など当事者の「ケアラー」としての役割を担い、当事者の傍らでともに
生活し、生きづらさを共有している方々の招聰を行うことも考えられた。また、分野別の実習では出会うこと
が比較的に少ない「生きづらさを抱える多様な当事者（例:LGBTIQの当事者、不登校．引きこもり経験者な
ど)」を招聰することは可能ではなかったかと考える。
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付記
本稿は、 2020 (令和2)年度における鹿児島国際大学福祉社会学部社会福祉学科におけるソーシャルワーク
実習（学内代替実習）実施に向けた検討プロセスを焦点とし、振り返りと一定の評価を行ったものである。学
内代替実習そのものに対する考察は、次稿「COVID-19流行下におけるソーシャルワーク実習の模索②～学内
代替実習に対する一定の評価～」で行いたい。
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Searchingfbrfieldtrainingofthesocialworkunderthe
epidemicofCOVID-19(1)
-Focusingontheprocessofconsideringalternativetrainingincampus-
TnkuyaCHAYAMICHI,RiekoYAMASHITA,ReikaAmMURA,
AsakoOYAMA,NobuyukiTAKAHASHI
Thisresearchisbasedonthesocialworktl･ainingoftheFacultyofWelftlreSociologyofThelnternationaluniversityof
Kagoshimaill2020.UndertheCOVID-19epidemic,wescrutinized(1)Processofswitchingsocialworktrainingto
alternativetrainingincampus,and(2)ProcessofexaminingaltemativetrainingprogramsincampusWelookedbackon
howwewereabletoexplorethefbnnofalternativetrainingincampusandmakerealisticjudgmentsinalmitedamount
oftimebyarrangingeventsandmaterialsinchronologicalorder. Inaddition,asconditionsthatenabledprogrammingof
alternativetrainingincampus,(1)DiversehumanresourcesduetotheoverlapofthehistoryoftheDepartmentofSocial
Welfareandsocialworkertrainingeducationoftheuniversity,and(2)Organiccooperationwithexistingnetworks
(Networkownedbyprofessionalorganizationsandfacultymembers), (3)Existingsystemtosupportfieldtraining
programming,wasorganized.
KeyWo1.ds:CertifiedSocialWorker,Altemativetrainingincampus,Trainingprogram,Reviewprocess,COVm-19
